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中東合弁事業のリスクに関するお知らせ 

 

当社は、2007 年に中東地域への進出を決定し、合弁パートナーである Foulath 社と共に、

2009 年にバーレーンにスルブカンパニーBSC(c)「以下、SULB」を設立しました。SULB は直

接還元鉄から製鋼、圧延の一貫工場として、主にＨ形鋼の生産・販売を行っております。ま

た、2011 年には Foulath 社と共に、サウジアラビアの中小型形鋼メーカーの資産買収を行

ない、ユナイテッド・スルブカンパニー（“サウジスルブ”）LLC を設立するなど、中東地域

での事業拡大を進めてまいりました。 

本事業に関しては、2016 年１月 29 日付で「中東合弁事業のリスクに関するお知らせ」を

開示して以降、ここ数年の業績は原油高を背景に改善傾向にありましたが、中東地域での公

共投資の動向、安価な輸入品の流入、ガス・電力価格の変動といった経営環境の変化による

リスクを継続して認識(有価証券報告書【事業等のリスク】にて記載)し、対応してまいりま

した。 

このたび、バーレーン国営ガス会社からの通知により、同国のガス埋蔵量事情を背景とし

たガス価格の大幅な上昇が予測され、これに伴う電気料金の上昇も見込まれます。特にガス

価格の高騰は、今後の当社グループの業績及び財務状況に大きな影響を及ぼす可能性だけ

でなく、SULB の事業継続性への影響も懸念されます。 

 

当社はこれらのリスク情報を精査し、SULB の将来業績への影響額を算定してまいります。

なお、2025 年 3 月期の通期業績予想（10 月 31 日公表）につきましては、影響額が明らかに

なった時点で、適時開示いたします。 

 

 

以 上 


